
新書　中国のフロンティア
aa01283_h_mkj.ps : 0001 : 2017/3/7(09:45:00)

目
　
次

序
　
章
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
中
国
を
考
え
る
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

�

中
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
／
胡
錦
濤
政
権
前
半
期
の
対
外
政
策
／
胡
錦
濤
政
権
後

半
期
の
変
容
／
習
近
平
政
権
の
対
外
政
策
／
中
国
と
世
界
秩
序
／
グ
ロ
ー
バ
ル

な
空
間
と
東
ア
ジ
ア
／
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
の
影
響
力
／
中
国
の
隣
接
地

域
で
生
じ
て
い
る
こ
と
／
中
国
の
世
界
進
出
と
「
等
身
大
の
中
国
」
？
／
現
場

か
ら
中
国
を
見
る

第
Ⅰ
部
　
ア
フ
リ
カ
の
中
国
人
、
中
国
の
ア
フ
リ
カ
人
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

第
一
章
　
ア
フ
リ
カ
の
「
保
定
村
」
物
語
⒡
⒢
中
国
人
農
業
移
民
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

「
保
定
村
」
の
出
現
／
劉
建
軍
と
い
う
存
在
／
大
使
館
と
現
地
の
中
国
人
社
会

目　次

�



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_mkj.ps : 0002 : 2017/3/7(09:45:00)

／
ル
サ
カ
郊
外
の
中
国
人
経
営
農
園
／「
保
定
村
」
物
語
／
複
数
の
中
国

第
二
章
　
広
州
の
ア
フ
リ
カ
人
街
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

⒡
⒢
中
国
に
進
出
す
る
ア
フ
リ
カ
商
人
と
そ
の
苦
衷

「
出
」
と
「
入
」／
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
城
／
西
ア
フ
リ
カ
の
⒜
チ
ャ
イ
ナ
・
ド
リ
ー

ム
⒞
？
／「
黒
鬼
子
」
？
／
砿
泉
派
出
所
事
件
／
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
中
国
人
／

「
人
の
移
動
」
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

第
三
章
　
雑
誌
『
非
洲
』
の
世
界
⒡
⒢
中
国
の
⒜
公
共
外
交
⒞‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

雑
誌
『
非
洲
』
と
の
出
会
い
／『
非
洲
』
の
刊
行
／
ア
フ
リ
カ
関
連
メ
デ
ィ
ア

の
連
続
創
刊
／
二
棚
棚
九
年
の
も
つ
意
味
／
北
ア
フ
リ
カ
高
速
道
路
建
設
／
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
問
題
／
対
ア
フ
リ
カ
援
助
／
公
共
外
交
と
公
衆

第
Ⅱ
部
　
マ
ラ
ウ
イ
は
な
ぜ
中
国
を
選
ん
だ
の
か
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

第
四
章
　
マ
ラ
ウ
イ
と
中
国
の
国
交
正
常
化
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

マ
ラ
ウ
イ
の
選
択
／
な
ぜ
中
国
を
選
ん
だ
の
か
／
な
ぜ
中
国
は
応
じ
た
の
か
／

��



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_mkj.ps : 0003 : 2017/3/7(09:45:00)

中
国
の
マ
ラ
ウ
イ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
／
中
国
経
済
へ
の
期
待
と
警
戒
／
マ
ラ
ウ

イ
閣
僚
の
訪
中
／
中
国
の
対
マ
ラ
ウ
イ
支
援
の
始
動
／
中
国
の
支
援
の
本
格

化
？
／
中
国
の
経
済
支
援
へ
の
懸
念
／
マ
ラ
ウ
イ
の
選
択
は
正
し
か
っ
た
の
か

第
五
章
　
マ
ラ
ウ
イ
と
台
湾
の
断
交
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

��

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
台
湾
／
台
湾
・
ア
フ
リ
カ
サ
ミ
ッ
ト
と
マ
ラ
ウ
イ
／
断
交
阻

止
の
試
み
／
断
交
後
の
マ
ラ
ウ
イ
⊆
台
湾
関
係

第
Ⅲ
部
　
溢
れ
出
す
中
国
⒡
⒢
周
辺
外
交
の
舞
台
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

�	�

第
六
章
　
中
国
・
A
S
E
A
N
南
寧
博
覧
会
参
観
記
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

���

中
国
と
A
S
E
A
N
／
博
覧
会
の
成
り
立
ち
／
博
覧
会
の
風
景
①
⒡
⒢
南
寧
国

際
会
展
セ
ン
タ
ー
1
F
／
博
覧
会
の
風
景
②
⒡
⒢
南
寧
国
際
会
展
セ
ン
タ
ー
2

F
／
博
覧
会
の
風
景
③
⒡
⒢
第
二
会
場
・
第
三
会
場
／
南
寧
に
お
け
る
中
国
・

A
S
E
A
N
関
係
へ
の
問
い

目　次

���



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_mkj.ps : 0004 : 2017/3/7(09:45:00)

第
七
章
　
二
一
世
紀
の
援
蔣
ル
ー
ト
⒡
⒢
雲
南
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

���

中
国
軍
、
ビ
ル
マ
遠
征
七
棚
周
年
記
念
？
／
中
緬
関
係
の
進
展
／
中
緬
関
係
の

悪
化
？
／
翡
翠
貿
易
と
現
地
の
言
説
／
ダ
ム
建
設
問
題
／
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設

／
雲
南
の
僑
郷
／
国
境
地
帯
の
歴
史
観
⒡
⒢
「
大
騰
越
」
？

第
八
章
　
東
チ
モ
ー
ル
か
ら
見
る
中
国
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

�
�

⒡
⒢
マ
カ
オ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
葡
語
ス
ク
ー
ル

中
国
の
東
チ
モ
ー
ル
進
出
？
／
中
国
製
の
官
庁
街
／
資
源
開
発
と
対
外
進
出
／

軍
事
的
な
考
慮
？
／
マ
カ
オ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
現
地
社
会
の
中
の
中
国
人
／
世

界
の
「
隙
間
」
に
広
が
る
中
国

第
Ⅳ
部
　
中
華
圏
の
内
な
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
⒡
⒢
金
門
島
か
ら
見
る
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

���

第
九
章
　
金
門
島
の
経
験
し
た
近
代
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

���

金
門
島
の
風
景
／
僑
郷
と
し
て
の
金
門
／
華
僑
送
金
で
育
ま
れ
た
「
近
代
」／

日
中
戦
争
と
金
門
島
／
国
共
内
戦
期
の
金
門
島
／
金
門
の
前
線
化
／「
単
打
双

��



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_mkj.ps : 0005 : 2017/3/7(09:45:00)

不
打
」
時
代
／
ネ
ズ
ミ
の
尻
尾
／
総
動
員
下
で
の
「
僑
郷
」

第
一
〇
章
　
金
門
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

���

台
湾
の
民
主
化
と
金
門
／
金
門
の
「
解
放
」
？
／
金
門
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
／

小
三
通
と
金
門
の
変
容
／
金
門
の
歴
史
と
辛
亥
革
命
一
棚
棚
年
／
金
門
学
か
ら

の
問
い

終
　
章
　
運
動
体
と
し
て
の
中
国
を
と
ら
ま
え
る
こ
と
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

���

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
観
察
／
二
棚
棚
八
年
か
ら
一
三
年
と
い
う
時
期
／
世
界

秩
序
と
中
国
／
中
国
と
周
辺
諸
国
と
の
「
連
結
性
」／
相
手
国
の
国
内
事
情
と

中
国
の
多
様
性
／
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
／
台
湾
と
い
う
要
素
、
そ
し
て
金
門
／
中

国
と
い
う
運
動
体
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

注

�	�

あ
と
が
き

���

目　次

�



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_mkj.ps : 0006 : 2017/3/7(09:45:00)

中国とその周辺

��



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_jo.ps : 0001 : 2017/3/7(09:51:57)

序
章
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
中
国
を
考
え
る

中
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　「
中
国
の
世
界
進
出
」、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
ま
さ
に
時
代
の
変
化
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
警
戒
の
現
れ
で
も
あ

る
。
隣
国
で
あ
る
日
本
は
、
そ
の
風
波
を
強
く
感
じ
、
そ
れ
を
批
判
的
に
論
じ
て
き
た
。
中
国
の
脆
弱
性
は
確

か
に
あ
り
、
多
く
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
と
は
い
っ
て
も
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
等
身
大
の
中
国
」
な
ど
そ
も
そ
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、
中
国
の
輪
廓
は

ど
う
描
か
れ
、
そ
の
境
界
は
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
。
そ
の
動
き
は
外
へ
の
進
出
と
い
う
だ
け
な
の
か
。

　
本
書
は
二
棚
棚
八
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
、
著
者
が
ア
フ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
、
あ
る
い
は
金き
ん

門も
ん

島と
う

な
ど

に
赴
き
、
そ
の
現
地
の
目
線
か
ら
中
国
を
捉
え
よ
う
と
記
し
て
き
た
文
章
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時

期
の
中
国
は
、
ま
さ
に
経
済
発
展
が
進
ん
で
世
界
第
二
の
経
済
大
国
へ
と
躍
進
し
つ
つ
あ
り
、「
中
国
の
台
頭
」

に
い
か
に
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
日
本
で
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　
二
棚
棚
九
年
か
ら
一
棚
年
に
か
け
て
中
国
の
対
外
政
策
が
強
硬
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

序章　フロンティアから中国を考える
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「
中
国
の
世
界
進
出
」
は
重
大
な
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
か
つ
批
判
的
に
見
ら
れ
て
い
た
。
無
論
、
習
近
平

体
制
が
二
棚
一
二
年
に
発
足
し
て
数
年
間
を
経
た
現
在
で
は
、
胡
錦
濤
政
権
の
後
半
期
は
依
然
と
し
て
韜と
う

光こ
う

養よ
う

晦か
い

（
鄧
小
平
が
提
唱
し
た
と
さ
れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
対
外
協
調
政
策
、
経
済
重
視
外
交
を
基
本
的
に
意
味
す
る）

の
時
期

に
あ
り
、
協
調
外
交
を
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
当
時
は
中
国
の
対
外
政
策
が
急
速
に
展
開

し
、
ま
さ
に
中
国
が
そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
欧
米
や
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
は
、
そ
う
し
た
「
中
国
の
台
頭
」「
中
国
の
世
界
進
出
」
を
批
判
的
に
、
そ
し
て
警
戒
し
て
報
じ
て
い
た
。

無
論
、
中
国
自
身
は
自
ら
の
外
交
が
平
和
的
で
、
相
手
国
と
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
あ
る
な
ど
と
肯
定
的
に

説
明
し
て
い
た
。
著
者
の
素
朴
な
疑
問
は
、
実
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、

果
た
し
て
揺
れ
動
い
て
い
る
中
国
の
輪
廓
の
外
縁
、
ま
さ
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
事

態
が
発
生
し
、
そ
れ
が
現
地
社
会
で
い
か
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
著
者
は
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ

リ
カ
、
ザ
ン
ビ
ア
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
東
チ
モ
ー
ル
な
ど
を
訪
れ
た
。
本
書
の
第
一
の
課
題
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
を
訪
問
し
て
見
聞
き
し
た
こ
と
、
現
地
の
人
々
、
そ
し
て
現
地
の
中
国
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
話

を
基
礎
と
し
て
、
現
地
社
会
か
ら
見
た
中
国
の
動
き
を
記
す
こ
と
に
あ
る
。

　
ま
た
二
棚
棚
八
年
か
ら
一
三
年
は
、
ま
さ
に
中
国
の
対
外
政
策
が
変
容
す
る
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
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一
定
の
抑
制
が
あ
っ
た
。
二
棚
一
二
年
に
習
近
平
政
権
が
成
立
し
た
が
、
一
三
年
ま
で
は
ま
だ
対
外
政
策
を
全

面
展
開
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ま
だ
「
韜
光
養
晦
・
有
所
作
為
」
と
い
う
言
葉
で
代

表
さ
れ
る
協
調
政
策
が
一
定
程
度
維
持
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る（

有
所
作
為
は
、
上

げ
ら
れ
る
成
果
は
上
げ
る
と
い
う
こ
と）

。
こ
の
時
期
に
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
動
き
が
、
中
国
が
「
進
出
」
し

て
い
た
と
さ
れ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
生
じ
て
い
た
の
か
。
当
時
記
し
た
文
章
を
も
と
に
、
こ
の
変
化
の
過
程
を

い
ま
一
度
振
り
返
り
、
中
国
の
対
外
政
策
の
変
容
過
程
を
再
度
考
察
す
る
の
が
本
書
の
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
二
棚
一
三
年
か
ら
一
六
年
に
至
る
中
国
の
対
外
政
策
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
二
一
世
紀
の

「
中
華
」
⒡
⒢
習
近
平
中
国
と
東
ア
ジ
ア
』

（

中
央
公
論
新
社
、
二
棚
一
六
年）

で
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
の

内
容
と
時
期
的
に
連
続
す
る
姉
妹
編
と
し
て
あ
わ
せ
て
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

胡
錦
濤
政
権
前
半
期
の
対
外
政
策

　
ま
ず
、
本
書
が
主
に
取
り
上
げ
る
二
棚
棚
八
年
か
ら
一
三
年
と
い
う
時
期
が
、
中
国
の
対
外
政
策
の
変
容
過

程
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
付
け
に
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
習
近
平
政
権
の
対
外
政
策
は
、
し
ば
し
ば
強
硬
だ
と
い
う
評
価
を
受
け
る
が
、
必
ず
し
も
習
近
平
政
権
が
胡

錦
濤
政
権
の
政
策
を
転
換
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
胡
錦
濤
政
権
の
後
半
期
か
ら
す
で
に
変
化
が
始
ま
っ
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て
い
た
の
で
あ
り
、
習
近
平
政
権
の
政
策
も
、
確
か
に
二
棚
一
四
年
か
ら
い
っ
そ
う
強
硬
に
な
っ
た
が
、
基
本

的
に
胡
錦
濤
政
権
後
半
期
か
ら
の
政
策
の
変
容
過
程
の
ひ
と
つ
の
帰
結
と
し
て
あ
る
。

　
胡
錦
濤
政
権
は
、
も
と
も
と
鄧
小
平
、
江
沢
民
政
権
の
対
外
政
策
、
す
な
わ
ち
経
済
発
展
を
重
視
し
、
国
際

社
会
と
協
調
し
よ
う
と
す
る
韜
光
養
晦
政
策
を
継
承
し
て
い
た
。
江
沢
民
政
権
は
、
冷
戦
終
結
と
ソ
連
の
崩
壊

と
い
う
世
界
政
治
の
激
変
、
ま
た
社
会
主
義
国
に
与
え
ら
れ
た
試
練
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
国
内
で
の
一
党

独
裁
制
の
堅
持
と
、
経
済
発
展
と
を
政
策
の
両
輪
と
し
て
い
た
。
こ
の
政
策
は
、
国
際
協
調
が
基
調
で
あ
り
な

が
ら
、「
有
所
作
為
」、
す
な
わ
ち
で
き
る
範
囲
の
外
交
上
の
成
果
は
あ
げ
る
と
い
う
面
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
胡
錦
濤
は
、
二
棚
棚
五
年
の
国
連
演
説
に
お
い
て
「
和わ

諧か
い

世
界
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
、
中
国
が
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
に
対
し
て
諸
国
と
協
調
し
て
対
処
し
て
い
く
と
い
う
姿
を
示
し
た
。
ま
た
、
同
年
末
に

は
『
中
国
の
和
平
発
展
の
道（

中
国
的
和
平
発
展
道
路）

』
白
書（

白
皮
書）

を
公
表
し
て
、
中
国
の
平
和
的
台
頭
を

強
調
し
た
。
こ
れ
ら
は
中
国
の
韜
光
養
晦
、
あ
る
い
は
協
調
外
交
の
集
大
成
と
も
い
え
る
演
説
お
よ
び
白
書
で

あ
り
、
中
国
が
世
界
秩
序
に
協
調
し
て
い
く
姿
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
国
際
社
会
も

中
国
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
基
本
的
に
歓
迎
し
た
で
あ
ろ
う
。

胡
錦
濤
政
権
後
半
期
の
変
容
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だ
が
、
そ
の
政
策
は
次
第
に
変
容
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
二
棚
棚
六
⊆
棚
八
年
に
は
「
韜
光
養
晦
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
一
定
の
調
整
が
加
え
ら
れ
、
協
調
優
先
で
は
な
く
、「
有
所
作
為
」、
つ
ま
り
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
の
ほ
う
に
重
点
を
置
く
方
向
へ
と
調
整
さ
れ
て
い
っ
た
。
次
第
に
自
信
を
深
め
、
自
己
認
識
も
変
容

し
つ
つ
あ
っ
た
中
国
に
お
い
て
、
経
済
発
展
を
重
視
し
、
何
よ
り
も
対
外
協
調
を
重
視
す
る
韜
光
養
晦
へ
の
疑

義
が
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
国
力
に
ふ
さ
わ
し
い
対
外
政
策
を
と
る
べ
き
だ
、
協
調
よ
り
も
国
益
優
先

だ
と
い
う
の
が
そ
う
し
た
疑
義
の
背
景
に
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
現
在
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
少
な
く
と
も
二
棚
棚
八
年
く
ら
い
ま
で
は
調
整
期
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
国

際
協
調
を
重
視
す
る
意
見
が
中
国
の
中
で
一
定
の
勢
力
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
次
安
倍
政
権

か
ら
福
田
政
権
に
か
け
て
、
中
国
政
府
は
日
本
と
の
関
係
改
善
を
重
視
し
、
戦
略
的
互
恵
関
係
と
し
て
再
定
義

し
た
だ
け
で
な
く
、
二
棚
棚
七
年
四
月
の
温
家
宝
総
理
の
日
本
の
国
会
で
の
演
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国

首
脳
部
は
日
本
の
歴
史
認
識
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
も
高
い
評
価
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
国
政
府
は
、

領
土
問
題
や
歴
史
認
識
問
題
に
お
い
て
国
内
か
ら
の
突
き
上
げ
を
受
け
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
日
本
と
の
経
済

関
係
を
重
視
す
る
姿
勢
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
棚
棚
八
年
に
は
日
中
の
首
脳

会
談
が
一
棚
回
以
上
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
の
、
同
年
一
二
月
八
日
、
中
国
の
公
船
が
初
め
て
尖
閣
諸
島
の
領
海

に
侵
入
、
二
棚
棚
九
年
か
ら
は
、
主
に
海
洋
政
策
の
面
で
、
中
国
の
対
外
政
策
は
主
権
や
安
全
保
障
を
重
視
す
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る
強
硬
路
線
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。

　
二
棚
棚
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
二
棚
棚
九
年
の
建
国
六
棚
周
年
、
二
棚
一
棚
年
の
上
海
万
博
を
終
え

た
中
国
は
、
二
棚
一
棚
年
に
は
日
本
を
抜
い
て
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
へ
と
躍
進
し
た
。
中
国
政
府
は
次
第

に
自
信
を
深
め
て
い
き
、
ま
た
国
民
レ
ベ
ル
で
も
あ
る
種
の
高
揚
感
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
何
よ

り
も
中
国
の
自
己
認
識
を
変
え
た
の
は
、
二
棚
棚
八
年
秋
に
生
じ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た
か
。

ア
メ
リ
カ
経
済
、
世
界
経
済
の
混
迷
を
よ
そ
に
、
中
国
は
四
川
大
地
震
の
復
興
経
費
と
あ
わ
せ
、
六
棚
兆
円
規

模
の
大
型
予
算
を
組
ん
で
事
態
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
中
国
の
動
き
は
、
ま

さ
に
「
新
興
国
」
が
世
界
経
済
で
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
印
象
付
け
、
も
は
や
G
7
の
時
代
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
は
G
20
あ
る
い
は
B
R
I
C
s
の
時
代
だ
と
の
言
論
が
広
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
、

中
国
は
強
力
な
経
済
力
を
盾
と
し
、
ま
た
多
国
間
の
経
済
協
力
枠
組
み
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
主
権
や
安
全
保

障
の
面
で
は
強
硬
な
姿
勢
を
取
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
胡
錦
濤
政
権
は
ま
だ
「
韜
光
養
晦
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
続
け
た
。
二
棚
棚
九
年
一
一
月
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
案
し
た
と
さ
れ
る
、
世
界
政
治
を
米
中
二
大

国
で
主
導
せ
ん
と
す
る
G
2
論
を
温
家
宝
総
理
は
断
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
は
ま
だ
途
上
国
で
、
そ
う

し
た
責
任
は
負
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
点
で
、
現
在
の
習
近
平
政
権
と
比
較
す
れ
ば
、
二
棚
棚
九
年
以
降
も
従
来
か
ら
の
経
済
重
視
の
対
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外
政
策
が
依
然
と
し
て
一
定
程
度
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
、
二
棚
棚
九
年
か
ら
の

中
国
は
、
南
シ
ナ
海
問
題
、
東
シ
ナ
海
で
の
漁
船
衝
突
問
題
、
劉
暁
波
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
、
C
O
P
15

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
従
来
と
は
異
な
り
、
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
が
扱
う
二
棚

棚
八
年
か
ら
の
時
期
は
ま
さ
に
中
国
が
対
外
姿
勢
を
次
第
に
強
硬
に
し
て
い
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。

　
の
ち
の
習
近
平
政
権
、
と
り
わ
け
そ
の
二
棚
一
四
年
以
後
の
強
硬
政
策
か
ら
見
れ
ば
、
胡
錦
濤
政
権
後
半
期

の
対
外
政
策
は
「
過
渡
期
」
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
海
洋
進
出
の
面
で
も
、
南
シ
ナ
海
の

島
嶼
領
有
に
つ
い
て
、
埋
め
立
て
や
基
地
建
設
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
に
は
胡
錦
濤
政
権
は
踏
み
出
さ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

習
近
平
政
権
の
対
外
政
策

　
二
棚
一
二
年
秋
、
中
国
で
習
近
平
政
権
が
誕
生
す
る
が
、
そ
の
直
前
の
九
月
、
日
本
政
府
が
尖
閣
諸
島
の
幾

つ
か
の
島
を
購
入
し
て
国
有
地
と
し
た
。
中
国
側
は
、
日
本
の
一
部
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ
を
「
国
有
化
」
と
表
現

し
た
こ
と
を
利
用
し
な
が
ら
、
日
本
が
現
状
維
持
を
変
更
し
た
と
、
き
わ
め
て
強
く
抗
議
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
強
ま
っ
た
状
況
の
下
で
、
習
近
平
政
権
は
保
守
派
の
支
持
を
得
な
が
ら
成
立
し
、
日
本
に
対
し
て
も
き

わ
め
て
厳
し
い
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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習
近
平
政
権
は
、
基
本
的
に
胡
錦
濤
政
権
後
半
期
の
対
外
政
策
を
継
承
し
た
。
特
に
本
書
で
扱
う
二
棚
一
三

年
ま
で
の
習
政
権
の
初
期
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
過
渡
期
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
だ
が
、
こ
の
初
期
に
あ
っ

て
も
、
胡
錦
濤
政
権
後
半
期
と
習
近
平
政
権
の
間
の
相
違
は
見
ら
れ
た
。
胡
錦
濤
政
権
は
後
半
期
に
入
っ
て
も

依
然
と
し
て
「
韜
光
養
晦
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
使
用
し
続
け
た
。
だ
が
、
習
近
平
政
権
は
も
は
や
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
使
用
し
て
い
な
い
し
、
南
シ
ナ
海
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
海
洋
進
出
は
い
っ
そ
う
強

硬
に
な
り
、
主
権
や
領
土
問
題
で
中
国
が
譲
歩
す
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の

ほ
か
に
も
、
両
政
権
の
間
の
相
違
点
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
第
一
に
、
習
近
平
政
権
は
明
確
に
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
存
在
と
し
て
の
自

己
認
識
を
も
ち
、「
大
国
と
し
て
の
責
任
」
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
そ
う
と
し
た
と
い
う
点
が
あ
る
。
国
際
社

会
で
の
発
言
権
を
増
し
て
い
こ
う
と
す
る
中
国
の
姿
は
、
す
で
に
胡
錦
濤
の
時
期
の
平
和
的
な
発
展
、
平
和
的

台
頭
と
い
っ
た
姿
勢
に
も
見
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
習
近
平
政
権
発
足
以
後
、
中
国
は
大
国
と
し
て
の
意
識
を

い
っ
そ
う
明
確
に
も
つ
よ
う
に
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
各
領
域
で
の
制
度
形
成
過
程
に
積
極
的

に
関
与
し
、
主
に
ア
ジ
ア
や
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
国
際
公
共
財
を
提
供
す
る
方
向
に
転
換
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
二
棚
一
三
年
に
習
が
提
唱
し
た
A
I
I
B（

ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行）

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
胡
錦
濤
・

温
家
宝
政
権
で
は
躊
躇
さ
れ
た
G
2
論
に
つ
い
て
も
、
二
棚
一
三
年
六
月
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
米
中
首
脳

�



新書　中国のフロンティア
aa01283_h_jo.ps : 0009 : 2017/3/7(09:51:57)

会
談
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
習
近
平
政
権
は
そ
れ
を
受
容
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。「
新
型

大
国
間
関
係
」
と
い
う
言
葉
が
そ
の
新
た
な
米
中
関
係
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ

マ
政
権
は
習
近
平
政
権
に
対
し
て
G
2
論
を
提
起
し
て
い
な
い
。
オ
バ
マ
政
権
も
中
国
の
対
外
政
策
の
変
容
を

見
て
取
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
習
近
平
政
権
は
胡
錦
濤
政
権
が
進
め
た
「
周
辺
外
交
」
を
昇
華
さ
せ
、
二
棚
一
三
年
秋
に
陸
上
と

海
上
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
を
提
起
し
た
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
帯
一
路
構
想
と
し
て
結
実
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
二
棚
一
三
年
秋
に
は
習
近
平
が
前
述
の
A
I
I
B
構
想
を
掲
げ
る
な
ど
、
中
国
の

経
済
力
が
圧
倒
的
影
響
力
を
も
つ
、
中
国
と
そ
の
周
辺
諸
国
で
形
成
さ
れ
る
空
間
で
、
国
際
公
共
財
を
提
供
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合）

や
日
中
韓
、
そ
し
て
S
C
O（

上
海
協
力
機
構）

と
の

協
力
、
協
調
な
ど
を
周
辺
外
交
の
ひ
と
つ
の
基
軸
と
し
て
い
た
胡
錦
濤
政
権
の
時
代
と
異
な
り
、
中
国
が
主
導

す
る
ア
ジ
ア
を
想
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
二
棚
一
四
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
旬
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
会
合（

ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議）

で

の
中
国
代
表
の
言
動
や
、
ア
ジ
ア
新
安
全
保
障
観
と
い
う
問
題
提
起
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
全
保
障
の
面
で

も
中
国
は
「
ア
ジ
ア
」
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の
「
ア
ジ
ア
」
を
主
導
す
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
つ
つ
あ
る
。
従

来
、
ア
ジ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
あ
る
い
は
韓
国
が
語
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
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中
国
が
「
ア
ジ
ア
」
を
語
り
出
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
中
国
が
主
権
や
安
全
保
障
の
面
で
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
て

い
る
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
て
い
る
。
中
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
協
調
姿
勢
を
見
せ
る
面
も
あ
る
が
、

主
権
や
安
全
保
障
で
問
題
を
抱
え
る
自
ら
の
周
辺
、
す
な
わ
ち
東
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
、
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
空

間
で
は
、
主
導
性
を
も
つ
空
間
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
方
向
付
け
は
、
二
棚
一

四
年
あ
た
り
か
ら
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
。

　
中
国
が
「
大
国
」
と
し
て
、
政
策
と
し
て
も
、
ま
た
企
業
活
動
や
個
々
人
の
生
活
活
動
と
し
て
も
グ
ロ
ー
バ

ル
に
拡
大
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
浸
透
を
深
め
る
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
中
国
国
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

変
容
が
見
ら
れ
る
。
本
書
で
は
そ
の
よ
う
な
国
内
外
で
の
変
容
の
最
前
線
を
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
位
置
付
け

て
い
る
。
そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
か
ら
、「
過
渡
期
」
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
二
棚
棚
八
年
か
ら
一
三
年

の
中
国
の
対
外
政
策
の
変
容
を
見
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　
で
は
、
本
書
で
取
り
上
げ
る
各
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
の
事
例
は
中
国
の
空
間
的
な
広
が
り
の
中
で
は
い
か
に

位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

中
国
と
世
界
秩
序

　
中
国
の
い
わ
ゆ
る
世
界
進
出
、
世
界
展
開
が
既
存
の
秩
序
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
、
盛
ん
に
議

�
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